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2022年10月24日 

各     位 
 

会 社 名 株式会社フェローテックホールディングス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 社 長 賀  賢 漢 

 （コード番号:6890 東証スタンダード） 

問 合 わ せ 先 執行役員社長室長 佐  藤  昭  広 

 （ T E L 0 3 - 3 2 8 1 - 8 1 8 6 ） 

             

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社とのナノ磁性体を利用した 

生体物質測定の研究・開発及び製品販売の合弁会社設立のお知らせ 

 

株式会社フェローテックホールディングス（以下、当社、本社：東京都中央区）は、プレシジョン・システム・

サイエンス株式会社（以下、PSS社、本社：千葉県松戸市）と、PSSが有する磁性体反応制御、PCR検査、免疫反応

検査等自動化処理システム技術及び当該技術に関連する製品と、当社が有する磁性流体・ペルチェ素子等の製造

技術及び当該技術に関連する製品を融合してナノ磁性体を利用した生体物質測定の研究・開発及び製品販売を行

う合弁会社を設立することを決定しましたのでお知らせします。 

 

記 

１. 本合弁会社の概要 

（１） 会 社 名 株式会社PF・BioLine（ピーエフ・バイオライン） 

（２） 所 在 地 千葉県松戸市上本郷88番地 

（３） 設 立 日 2022年10月31日（予定） 

（４） 資 本 金 、 同 準 備 金 資本金：50百万円、資本準備金：50百万円 

（５） 発 行 可 能 株 式 数 1万株 

（６） 出 資 比 率 PSS社 51%、当社 49% 

（７） 役 員 未定 

（８） 事 業 内 容 ナノ磁性体を利用した生体物質測定の研究・開発及び製品販売 

（９） 決 算 月 6月 

 

２. PSS社の概要                               

（１） 会 社 名 プレシジョン・システム・サイエンス株式会社 

（２） 所 在 地 千葉県松戸市上本郷88番地 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 田島 秀二 

（４） 事 業 内 容 体外診断システムの開発及び装置、試薬・消耗品製造、メンテナンス 

（５） 資 本 金 4,643百万円 

（６） 設 立 年 月 日 1985年７月17日 

（７） 大株主及び持ち分比率 

田島秀二 16.67% 

株式会社日立ハイテク 8.36% 

有限会社ユニテック 4.34% 
 

（８） 
上場会社と当該会社 

と の 関 係 

資 本 関 係 該当ありません。 

人 的 関 係 該当ありません。 

取 引 関 係 該当ありません。 
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３.本合弁事業の目的と狙い 

PSS社は、使い勝手の良い（ユーザーフレンドリーな）バイオ診断システムの提供を通じて、その診断情報を

有効活用することにより、世の中の多くの人々が快適な生活を送ることを支援しており、そのための事業領域に

おける強みである「自動化システム技術」を活かして、「バイオテクノロジー」と日本の企業の得意とする「も

のづくり」を融合することで事業の成長を図っております。同社の技術コンセプトは、「シンプル、コンパクト、

メンテナンスイージー」の自動化システムであり、このコンセプトを製品化した同社の代表製品であるDNA（核

酸）自動抽出装置は、これまでに約3万台以上を世界的な企業を通じてOEM供給をしており、現在では研究分野だ

けでなく、感染症やDNA鑑定等の臨床の現場でも同装置の普及が進んでいます。今回の合弁事業は、PSS社が有す

る磁性体反応制御、PCR検査、免疫反応検査等自動化処理システム技術及び当該技術に関連する製品と当社が有

する磁性流体・ペルチェ素子等のコア技術を融合させ生体物質測定分野でのより高度、精密なシステムの研究開

発を行うことを目的としています。感染症はもとよりがん、アルツハイマー等のなどの難易度の高い確定診断に

活用できる技術確立を目指します。本合弁事業により、当社としてはバイオ関連事業への進出の足掛かりとして

いく所存です。 

 

４. 今後の見通し 

本件による当社の今期の業績に与える影響は軽微と見込んでおりますが、開示すべき事項が発生した場合には

速やかにお知らせします。 

以上 

 


